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特
別
警
報
が
始
ま
り
ま
す

けん
ちゃん気

象
庁
は
、
８
月
30
日
か
ら
、
重

大
な
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が

非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
す
る
「
特
別
警
報
」
の
運
用
を
開
始

し
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

▪
特
別
警
報
と
は

　

警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え

る
豪
雨
や
大
津
波
等
が
予
想
さ
れ
、
重

大
な
災
害
の
危
険
性
が
著
し
く
高
ま
って

い
る
場
合
に
発
表
し
、
最
大
限
の
警
戒

を
呼
び
か
け
ま
す
。

▪
特
別
警
報
の
種
類
は
　
　
　
　　

　

気
象
６
種
類
（
大
雨
、
暴
風
、
高
潮
、

波
浪
、
大
雪
、
暴
風
雪
）
と
、
津
波
、

噴
火
、
地
震
が
あ
り
ま
す
。
特
別
警
報

に
相
当
す
る
過
去
の
事
例
と
し
て
は
、「
東

日
本
大
震
災
の
大
津
波
」「
平
成
23
年

台
風
12
号
の
豪
雨
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▪
発
表
さ
れ
る
名
称
は　

　
「
○
○
特
別
警
報
」
と
い
う
名
称
で
発

表
さ
れ
る
の
は
、
気
象
の
６
種
類
で
す
。

津
波
、
噴
火
、
地
震
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
警
報
の
う
ち
危
険
度
が
非
常
に
高
い
レ

ベ
ル
の
も
の
を
特
別
警
報
に
位
置
付
け
る

の
で
、
名
称
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
特
別
警
報
と
警
報
・
注
意
報
と
の
関
係
は

　

警
報
や
注
意
報
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

発
表
さ
れ
ま
す
。

▪
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら

　
数
十
年
に一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常

に
危
険
な
状
況
で
す
。
た
だ
ち
に
命
を

守
る
た
め
の
行
動
を
と
り
、
身
を
守
る

た
め
に
最
善
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉研修の目的
　この研修は、開発途上国のかんがい排水分野で
活動している若手技術者を対象に行われており、総
合的水管理とかんがい排水に関する知識と技術を習
得することを目的としたプログラムです。
　研修生は、今年３月から９月にかけて日本に滞在し、
主に茨城県にあるＪＩＣＡ施設などで研修を受けます。

田原市には、現
地研修として８
月８日（木）から８
月10日（土）まで
の２泊３日の日程
で訪問し、豊川
用水の通水によ
り飛躍的に発展

を遂げた農業の優良事例として、かんがい排水施設
や農家などの視察を中心とした研修を受けました。
◉今回の研修の様子　
　今回研修生として、アフリカやアジアの７か国から８
人が訪問しました。田原
市では、ＪＩＣＡの研修生
を昭和63年から毎年受
け入れており、昨年度まで
に56カ国から294人の研
修生が田原市を訪れてい
ます。
　田原市では、農協の施設や豊川用水の揚水機場、初
立池を視察したり、水田や施設園芸の温室を見学しなが
ら、農家の方の話を聞いたりしました。また、研修期間中
は、ホームステイを通じて市民との交流を深めました。

田原市で農業を学ぶ　Ｊ
ジ ャ イ カ

ＩＣＡ研修生が田原市を訪問
独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）「流域水管理に基づくかんがい排水」
コースの研修生が田原市を訪問し、豊川用水と農業について研修を行いました。

～国内外との交流・多文化共生～

数十年に一度の大雨
となる恐れが大きい
ときに発表

大　雨
内陸まで影響が及ぶ
大津波のおそれが大
きいときに発表

津　波

特
別
警
報

警
報

降 

水 

量
0:00 12:00 0:00 12:00

その後も降り続き、降
水量が警告基準を大
きく超えるような大雨

警報を発表

大
雨

が
継

続
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▲参考：気象庁ホームページ
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